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研究成果の概要（和文）：　わが国では未開拓のドイツ航空産業（航空機製造と航空業）の黎明期について、フ
ーゴ―・ユンカースと彼の会社が果たした業績を、はじめて、ドイツ博物館（ミュンヘン）の企業文書アルヒー
フに所蔵されているユンカース・アルヒーフを基に、解明した。ユンカース・アルヒーフが、ユンカースの活動
初期から1933年までの企業活動に関する膨大な文書を戦中・戦後を通じて、維持できたことがこの黎明期研究を
可能とした。
　フーゴ―・ユンカースは自由で民主主義的な精神をもとに、熱力学・機械工学の当時最先端の科学的知識を実
際的な諸機械の発明に適用する点で、極めて柔軟であった。それが、1910年の「翼のみ航空機」特許につながっ
た。

研究成果の概要（英文）：The achievements of Hugo Junkers and his company regarding the early days of
 the German aviation industry (aircraft manufacturing and aviation industry), which had not yet been
 developed in Japan, are in the archives of the Deutsches Museum (Munich) for the first time. 
Clarified based on Junkers Archif. This nascent research was made possible by Junkers Archif's 
ability to maintain extensive documentation of the company's activities from the early days of 
Junkers to 1933, both during and after the war.
In his liberal and democratic spirit, Hugo Junkers was extremely flexible in applying the 
then-state-of-the-art scientific knowledge of thermodynamics and mechanical engineering to the 
invention of practical machines. rice field. This led to the 1910 "Wings Only Aircraft" patent.

研究分野： 西洋経済史・経営史

キーワード： 航空機開発　全金属製航空機　F 13 　世界初の全金属製旅客機　フーゴ―・ユンカース　軍用機開発　
民間機開発　国際主義的ナショナリズム

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ドイツ資本主義発達史の研究においてまったく未開拓の航空機産業について、ユンカースを中心とする企業文書
を軸に黎明期について序説的に明らかした。フーゴ―・ユンカースの航空機開発に一大刺激を与えたのは、いう
までもなく第一次世界大戦であった。だが、他者が木製布製航空機製造にまい進するなか、彼は、全金属製航空
機開発に的を絞った。そして、ジュラルミンを素材とする世界最先端の航空機開発に突き進んだ。革命的発想を
実際の航空機開発で粘り強く実践していった。革新的発明努力の結果、第一次世界大戦中だけでも、十数個の改
良機を生み出した。その到達点がＦ１３であった。これが世界最初の全金属製旅客機を生み出した。
　

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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様式C-19、F-19-1、Z-19（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 「航空の世紀」、その黎明期、すなわち、20 世紀初頭から第一次世界大戦期、およびヴェ
ルサイユ体制下の航空機産業の発達、航空業の発達、大維持大戦 航空機開発と世界航空交
通の黎明期に関しては、わが国では全く未開拓であった。そこに実証的な開明の鍬をいれれ
ることが、産業史研究、経営史研究、経済史研究においては重要な課題となっていた。 
 
２．研究の目的 
 この航空機産業・航空業の黎明期を実証的に解明すること、少なくとも、その端緒を切り
開くこと、これが本研究の目的であった。わが国の研究史の現状からすれば、ドイツ航空機
産業の発達史に開拓の鍬をいれること、そして、欧米の航空機産業と航空業の発達史に体躯
する比較の素材を提供すること。 
 
3．研究の方法 
 この目的のために、企業文書が唯一、豊富なユンカース社に的を絞った。ドイツ航空機産
業で有名はハインケル、ドルニエ、メッサーシュミットなど主要な航空機メーカーの場合、
第三帝国の全面的敗退と運命を共にし、企業文書はほとんど壊滅的状態となった。これと対
比したとき、フーゴ―・ユンカースが第三帝国から忌避され、パージされたことが、企業文
書保存においては、ポジティヴな意味を持った。1933 年までのユンカース社文書は、一度
は没収されたが、第三帝国が必要とする航空機特許等を手に入れた後は、フーゴーに返却さ
れ、戦火を逃れることができたからである。 
 この研究を進めるため、二つの問題領域から、テーマに接近した。 
 ヴェルサイユ体制下で、すなわち、ドイツ空軍禁止、ドイツ航空機製造の禁止・制約下で、
黎明期のドイツ航空機産業（特にフーゴ―・ユンカースと彼の会社）がどのように開発を継
続し、時代の最先端を走ったかを、第１に、航空熱と大西洋横断へのチャレンジという問題
領域、第二に、そうした斬新なチャレンジを率いるパイオニア・フーゴ―の精神、彼の政治
的姿勢をワイマール期の彼の言動にそくして確認した。 
 
 
４．研究の成果 
 第一の課題に関しては、「航空機開発と大西洋横断飛行――ユンカースの挑戦と航空熱」
という論文を高田馨里編著『航空の二〇世紀――航空熱・世界大戦・冷戦』（日本経済評論
社、2020）に収めた。全金属製航空機を世界最初に想像したフーゴ―・ユンカ－スが、戦前
の 1910 年から第一次大戦中を通じて、一貫して全金属製航空機の開発に集中したこと、そ
の到達点の上に 1918 年 11 月の休戦、ドイツ革命勃発を民間機開発の絶好のチャンスとし
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て、また航空機企業の存続・発展の一大チャンスとして、即座に旅客機開発に乗り出し、
1919 年 9 月までにすでに、世界発の全金属製航空機 F13 の創造に成功したことを、実証的
に解明した。 
 黎明期航空機産業は、その旅客機を投入する航空路の開拓、それを運営する航空部門・航
空会社の開拓・創出にも即座に乗り出した。そして、その航空部門・航空業でユンカース航
空会社を作り上げた。 
 そこには、フーゴ―の視野の先端性が表れていた。航空機・航空業は、ヨーロッパ全域に
拡大すべきものであり、また、ソ連を含むユーラシア大陸に広げる展望があるものと判断し
た。さらには、自社の航空機を活用して、アメリカ大陸との航空路の開拓も、彼と彼の会社
の必然的課題となった。第一世界大戦終了直後にヨーロッパ大陸とアメリカ大陸を結ぶ航
空路の開拓に出された懸賞に即座に応募することにしたのである。 
 この最初の企画自体は、ヴェルサイユ体制下の制約でひとまず中断された。しかし、いわ
ゆる相対的安定期において国際協調の政治風土がツ回復してヴェルサイユ体制の制約が緩
んでくると、大型航空機製造も少しずつ可能となり、再度、この大型機でもって大西洋横断
飛行にチャレンジすることになった。そして成功した。 
 
 第二の課題は、こうしたフーゴー・ユンカースのあくなき開発精神とその創造的努力の
背景にあるものはなにか、を解明した。すなわち、フーゴ―の開拓者精神――航空機開発戦
略と国際主義――が、そのキーであった。                                                              

拙稿「フーゴー・ユンカースとドイツ民主党」において、ハインケルやドルニエ、ロール
バッハなど他の航空機製造業者との機種・開発戦略との違いに留意しつつ、フーゴー・ユン
カース（以下ではフーゴーと略）の政治的態度にも注意を払ってきた。総括的に言って、彼
の 1918 年 11 月革命への共感、ドイツ民主党員としての貢献、民主主義的共和制・ワイマー
ル体制の支持者としての基本的態度を重要視し、彼の国際的世界的活動の基盤となる民主
主義的国際主義、民主主義的民族主義を確認した。そして、それは、ナチ党に代表されるワ
イマール体制の根底的批判者の潮流、「匕首伝説」を流布し「十一月の犯罪」を糾弾する排
他的抑圧的な帝国主義・人種主義の潮流の対極にあるものであった。 

 この調査の過程で発見した意外と思える事実の一つが、フーゴーと「元ミュンヘン・レー
テの共産主義者」ドレンマーの関係であった。1930 年 9 月選挙の際、ナチ党のフーゴー批
判ビラは、フーゴーがドレンマーを単に「家族の友人」としているが、そんなことはないと
告発していた。 

事実はどうなのか。この問題関心から調査を続けると、ドレンマーとの関係で、1929 年
春以降、最初はフーゴーの個人秘書として採用され、短期間のうちに重役に出世したアドル
フ・デートマン（以下デートマンと略、1896 年 12 月 3 日生まれ）なる人物が浮かび上がっ
てくる。しかも、ドイツ航空機産業（1918-1945）のスタンダードワークを書いたルッツ・
ブトラスによれば、デートマンは 1921 年第三インターナショナル（コミンテルン）派遣委
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員としてモスクワにいた。彼は、1918 年 11 月のキールの水平反乱に参加し、独立社会民主
党（USPD）、その後ドイツ共産党（KPD）、最後に共産主義労働者党（Kommunistische 

Arbeiterpartei Deutschland, KAPD）のメンバーだったという革命家だった。 

その彼が、なぜ、どのようにしてフーゴーと出会い、なぜ短期間のうちにユンカース社最
高幹部にまで出世したのか、そして、最後に、彼がフーゴーの厚い信頼を得たのは、彼らの
あいだにどのような思想の共通項・共鳴盤があったのか、これが検討すべき課題となる。危
機におけるデートマンの上昇に関しては先駆的なブトラスの研究を参照しつつ、フーゴー
の日記類やユンカース社の会議録などをもとに、どんなことが見えてくるのか、追跡した。 

恐慌が押し寄せてくる前の段階、すなわち、1929 年春から秋にかけての成長戦略、つい
で恐慌期における会社の破産危機のなかでのフーゴーとデートマンの発展戦略を追跡し、
両者の信頼関係の基礎を確認した。 

 フーゴ―の開拓精神を最も明瞭に示すものが、ライヒスバンク・シャハトへの働きかけで
あった。そこにはフーゴーの成長戦略の構想が明確に示されていた。 
 
【卓越した航空機開発による「平和的征服」の理念――軍事的解決の否定】  

 ソ連への工場進出をめぐる国（国防軍、ゼークト、その特別班 SG）との紛争において、
金融危機に陥ったフーゴーとユンカース社は調停を最高裁判所判事ジモンスに依頼した。
例えば 1926 年 7 月 8 日のフーゴーの日誌には、「ジモンスの鑑定書は、内閣によって拒否
された。この鑑定ではどの内閣も責任をとれないという理由づけであった」と記されている
ように、ジモンスはフーゴーに理解を示す鑑定書を書いていた。この過程でフーゴーとジモ
ンスとの間には信頼関係ができたようで、1930 年 4 月にはジモンスの協力を得るための会
議が開かれた。そこでフーゴーが「世界における航空機の利用可能性の問題」について述べ
た。デートマンが詳しくまとめた内容を見てみよう。 

フーゴーは言う。世界の航空機利用は「さまざまの分野」で示されている。世間一般の、
特に国家の側からの公式非公式の代表的見解では、「軍事目的の利用が前面に」出ている。
しかし、この見解が正しいかどうか、非常に疑問である。航空機の利用が一面的にこの軍事
的観点のもとでのみなされれば、国防の最大限の成功が達成されないのは確実である。むし
ろ、必要不可欠なことは、全国民が自立的な創造的協力のために、航空機が運命づけられて
いるすべての使用領域で引きこまれることである。したがって、「航空機の卓越した意義は、
非軍事的領域にあるのだ」。航空機の製造と供給はたくさんの住民に労働の可能性を創出す
るだけではない。それはむしろ特に大陸と大陸間の路線で国際的航空交通を樹立すること
によって、「世界の平和的征服の可能性」を切り開くのだ。歴史的大事件の経験が示してい
るのは、武力と抑圧諸措置による世界の征服は、長続きする政治では決してない。むしろ、
外国諸民族と外国に対する抑圧諸措置は、遅かれ早かれ、自国利害に報復するのだ。国際的
航空交通の樹立は、「平和的基盤の上での外国の支配」を保障するのだ。それは、大砲より
も影響力のある武器として、「はるかに人間的なもの」なのだ。 

フーゴーやデートマンの将来構想を「ユートピア」とか「夢」と評価する研究者がいる。
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確かに実際の歴史は、こうしたフーゴーやデートマンの構想とちがって、ワイマール期から
第二次大戦にかけて世界の主要国における航空機の発達は軍事目的・戦争目的に一面的に
特化する傾向が主たるものであった。しかし、第二次大戦後、今日までの世界の長期的発展
をみるとき、むしろ、彼らの視野と見解・見通しこそが勝利し、優勢となり、また全世界の
人々にとって大切であったこと、彼らが推進しようとしたことはユートピアでも夢でもな
かったことを証明しているのではないか。 
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